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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

４
月
25
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

会
費　

無
料

講
師　

 

中
村
正
男
氏
（
明
る
い
民
主
大
阪
府
政
を
つ
く
る
会

事
務
局
次
長
）

定
員　

50
人

都
構
想
っ
て
何
？　

く
ら
し
は
ど
う
な
る
？

―
大
阪
市
を
な
く
し
て
区
に
再
編
す
る
住
民
投
票

日
時　

５
月
９
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
９
時

講
師　

 

足
立
了
平
氏
（
神
戸
常
盤
大
学
短
期
学
部
口
腔
保
健

学
科
教
授
）

内
容　

 

①
偶
発
症
に
対
す
る
緊
急
時
の
対
応
②
医
療
事
故
③

感
染
症
対
策
等
の
医
療
安
全
対
策

会
場　

 

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

定
員　

１
０
０
人
（
要
事
前
申
し
込
み
）

会
費　

千
円

※
修
了
証
を
発
行
し
ま
す
（
途
中
入
退
場
者
に
は
発
行
で
き

ま
せ
ん
）

※
参
加
は
大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会
会
員
本
人
に
限
る

歯
科
外
来
診
療
環
境
体
制
加
算
の
施
設
基
準
に
係
る

研
修
会 日

時　

 

４
月
18
日
（
土
）
午
後
５
時
〜
８
時
（
４
時
半
か
ら

受
付
）

会
場　

 

ク
レ
オ
大
阪
中
央　

ク
ラ
フ
ト
調
理
室
（
地
下
鉄
谷

町
線
「
四
天
王
寺
前
夕
陽
丘
」
駅
徒
歩
３
分
）

定
員　

20
人
（
要
申
込　

申
込
締
切
り
４
月
10
日
ま
で
）

講
師　

富
永
千
嘉
さ
ん

献
立　

 

ア
ジ
ご
飯
、
ア
ジ
の
南
蛮
漬
け
、
新
た
ま
ね
ぎ
と
え

ん
ど
う
豆
の
玉
子
と
じ
、
赤
だ
し

参
加
費　

２
千
円
（
材
料
代
・
缶
ビ
ー
ル
１
本
付
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
筆
記
用
具

※
今
回
は
魚
の
３
枚
お
ろ
し
に
挑
戦
し
ま
す

男
の
料
理
教
室

日
時　

４
月
４
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
午
後
８
時
30
分

会
場　

Ｕ
‐
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
テ
ル
２
階
第
２
会
議
室

　
　
　
（
近
鉄
奈
良
線「
河
内
小
阪
」駅
下
車
北
へ
徒
歩
５
分
）

講
師　

上
田
秀
人
氏
（
八
尾
市
開
業
・
時
代
小
説
家
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

30
人

東
大
阪
・
八
尾
・
柏
原
地
区
総
会
・
記
念
講
演

上
田
秀
人
氏
文
化
講
演
会 

日
時　

４
月
19
日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

谷
口
威
夫
氏
（
長
野
県
長
野
市
開
業
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

４
月
度
生
涯
研
修

歯
周
基
本
治
療
の
可
能
性
と
限
界

食
の
崩
壊
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
ろ
う
と

語
る
岩
村
氏
＝
２
月
28
日
、
保
険
医
会
館

講
演
す
る
竹
内
氏
＝
２
月

22
日
、
保
険
医
会
館　
　

　

遅
い
午
後
に
Ｊ
Ｒ
鶴
橋
駅

に
降
り
立
つ
と
、
ホ
ー
ム
に

は
焼
肉
の
い
い
匂
い
が
漂
っ

て
い
た
。
昼
食
を
十
分
に
食

べ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
お
な

か
の
虫
が
鳴
き
出
し
た
。

　

目
指
す
は
「
御
幸
通
り
」

（
通
称
・
コ
リ
ア
ン
タ
ウ

ン
）
だ
。
Ｊ
Ｒ
・
近
鉄
鶴
橋

駅
と
桃
谷
駅
の
ほ
ぼ
中
間
に

位
置
す
る
商
店
街
で
、
３
０

０
㍍
余
り
の
通
り
に
約
１
５

０
店
舗
が
軒
を
連
ね
る
。　

　

こ
の
あ
た
り
は
、
百
済
な

ど
か
ら
の
渡
来
人
が
５
世
紀

ご
ろ
に
は
暮
ら
し
て
い
た
。

そ
の
様
子
を
視
察
に
訪
れ
た

仁
徳
帝
（
３
１
３
〜
３
９
９

年
）
が
休
憩
し
た
の
が
、
現

在
の
「
御
幸
森
神
社
」
の
あ

る
場
所
と
言
い
伝
え
ら
れ
て

い
る
。

　

渡
来
人
た
ち
は
ブ
タ

　

コ
リ
ア
ン
タ
ウ
ン
に
は
多

種
多
様
な
キ
ム
チ
、
韓
国
コ

ス
メ
、
韓
流
シ
ョ
ッ
プ
、
民

族
衣
装
の
店
な
ど
、
韓
国
・

朝
鮮
の
人
び
と
の
暮
ら
し
に

欠
か
せ
な
い
日
用
品
が
揃
っ

て
い
る
。
商
店
街
を
そ
ぞ
ろ

歩
き
す
る
だ
け
で
も
楽
し
め

し
て
く
れ
た
。
思
わ
ず
、
韓

国
の
観
光
地
を
散
策
し
て
い

る
感
覚
に
な
る
。
料
理
屋
で

は
韓
国
冷
麺
を
ご
馳
走
に
な

っ
た
。
以
前
、
訪
れ
た
ご
当

地
と
同
じ
味
だ
っ
た
。

　

１
９
１
０
年
の
日
韓
併
合

を
経
て
、
23
年
に
済
州
島
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
な
っ

た
。
生
野
区
の
人
口
の
４
〜

５
人
に
１
人
は
在
日
の
人
び

と
で
あ
る
。

　

鶴
橋
駅
付
近
に
網
の
目
の

よ
う
に
広
が
る
鶴
橋
商
店
街

に
も
、
コ
リ
ア
ン
タ
ウ
ン
が

あ
り
、
こ
ち
ら
も
活
気
に
あ

ふ
れ
て
い
た
。

　

近
年
、
他
民
族
へ
の
悪
口

を
ま
き
散
ら
す
ヘ
イ
ト
ス
ピ

ー
チ
が
各
地
で
問
題
に
な
っ

て
い
る
。

　

今
年
は
、
戦
後
70
年
を
迎

え
る
。
日
本
社
会
で
と
も
に

暮
ら
す
他
民
族
の
人
び
と
と

の
友
好
を
願
っ
た
。

 

（
新
聞
部
・
三
木
正
弘
）

（
猪
）
を
飼
う
技
術
を
持
っ

て
い
た
こ
と
か
ら
こ
の
地
域

は
か
つ
て
は
、「
猪
飼
野

（
い
か
い
の
）」
と
呼
ば
れ

た
。

る
。

　

と
り
あ
え
ず
、
通
り
沿
い

の
料
理
店
を
併
設
す
る
土
産

物
屋
へ
入
っ
た
。
韓
国
な
ま

り
の
日
本
語
で
青
年
が
案
内

大
阪
を
つ
な
ぐ
直
行
便
の
就

航
を
き
っ
か
け
に
、
多
く
の

朝
鮮
人
が
仕
事
を
求
め
て
日

本
へ
渡
り
、
工
業
地
化
し
つ

つ
あ
っ
た
猪
飼
野
周
辺
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
形
成
し

た
。
こ
う
し
て
自
然
発
生
的

に
朝
鮮
市
場
が
誕
生
し
、
商

店
街
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た

の
も
こ
の
頃
で
あ
る
。

　

日
本
の
敗
戦
後
、
祖
国
に

帰
る
人
、
新
た
に
や
っ
て
く

る
人
と
入
れ
替
わ
り
は
あ
っ

た
が
、
こ
の
市
場
を
中
心
に

人
び
と
が
集
住
し
、
日
本
最

大
の
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
の

270

日
本
最
大
の
コ
リ
ア
ン
タ
ウ
ン

生
野
区

生
野
区

買い物客や観光客でにぎわう
コリアンタウン　　　　　　

樽
に
入
っ
た
様
々
な
キ
ム
チ

が
量
り
売
り
さ
れ
て
い
る

女 性 医 師・
歯科医師の会

南河内地区

政
治
が
招
い
た
食
の
乱
れ

病
院
へ
の
早
期
紹
介
が
有
効

岩
村
暢
子
氏（
キ
ュ
ー
ピ
ー

㈱
顧
問　
　

）が
講
演

医
療
訴
訟
テ
ー
マ
講
習
会
開
く

　

「
女
性
医
師
・
歯
科
医
師

の
会
」
は
２
月
28
日
、
講
演

会
「
食
の
崩
壊
か
ら
見
え
る

『
日
本
の
家
庭
・
社
会
』」

を
大
阪
市
内
で
開
催
し
、
50

人
が
参
加
し
た
。
講
師
は
、

著
書
『
家
族
の
勝
手
で
し

ょ
！
写
真
２
７
４
枚
で
見
る

食
卓
の
喜
劇
』
で
知
ら
れ
る

岩
村
暢
子
氏
（
キ
ュ
ー
ピ
ー

株
式
会
社
顧
問
）。

　

岩
村
氏
は
膨
大
な
食
事
の

写
真
や
日
記
、
聞
き
取
り
を

も
と
に
し
た
現
代
人
の
食
の

現
状
分
析
を
示
し
な
が
ら
、

現
代
の
食
卓
で
は
〝
食
事
の

粗
食
化
・
お
菓
子
化
〞
が
進

行
す
る
一
方
で
、
家
族
が
好

き
な
時
に
好
き
な
も
の
を
食

べ
る
〝
バ
ラ
バ
ラ
食
・
勝
手

食
〞
が
広
が
っ
て
い
る
と
紹

介
。

　

そ
の
原
因
と
し
て
「
親
が

子
ど
も
の
好
き
な
も
の
し
か

　

「
食
の
乱
れ
は
政
治
主
導

で
引
き
起
こ
さ
れ
た
」
と
述

　

南
河
内
地
区
は
２
月
22

日
、
医
療
訴
訟
を
テ
ー
マ
に

講
習
会
を
保
険
医
会
館
で
開

催
し
、
30
人
が
参
加
し
た
。

「
口
腔
外
科
患
者
の
ピ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ル
（
落
と
し
穴
）
〜

医
療
訴
訟
を
避
け
る
た
め

に
」
と
題
し
て
松
原
徳
洲
会

病
院
歯
科
口
腔
外
科
部
長
・

竹
内
憲
民
氏
が
講
演
し
た
。

　

竹
内
氏
は
、
こ
の
10
年
間

で
、
医
療
訴
訟
は
２
倍
に
増

加
し
て
お
り
、
開
業
医
が
セ

カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
を
求
め

ら
れ
る
機
会
は
増
え
る
と
指

摘
。〝
医
療
事
故
〞
か
ど
う

か
は
医
療
従
事
者
の
過
誤
過

失
の
有
無
で
は
な
く
、「
患

者
サ
イ
ド
が
事
故
と
思
え
ば

き
こ
ま
れ
な
い
た
め
に
、

「
一
般
開
業
医
か
ら
よ
り
高

次
な
医
療
機
関
に
早
目
に
紹

介
す
る
の
も
自
己
防
衛
で
重

要
な
選
択
で
あ
る
」
と
ア
ド

バ
イ
ス
し
た
。

 

（
松
原
市
・
谷
泰
一
郎
）

た
め
譲
渡
。
盛
業
中
。

【
連
絡
先
】
ク
レ
セ
ル
株
式

会
社
（
伊
藤
）

℡
03
‐
５
８
４
０
‐
７
８
０

１　
　

⒝
03
‐
５
８
４
０
‐

７
８
０
２

歯
科
医
院
譲
渡

【
所
在
地
】
大
阪
市
中
央
区

【
最
寄
駅
】
長
堀
橋
徒
歩
４

分
（
堺
筋
線
・
長
堀
鶴
見
緑

地
線
）

【
設
備
等
】
チ
ェ
ア
ー
３
台

（
４
台
可
）、
パ
ノ
ラ
マ
・

デ
ン
タ
ル
な
ど
の
機
器
材
、

23
・
75
坪

【
金
額
】
応
相
談

【
そ
の
他
】
ビ
ル
１
Ｆ
部

分
、
所
有
権
付
き
物
件
（
区

分
所
有
）。
他
府
県
転
出
の

【
機
材
名
】
デ
ン
タ
ル
レ
ン

ト
ゲ
ン　

サ
ー
チ
ャ
ー
Ｄ
Ｘ

０
６
８
（
タ
カ
ラ
メ
デ
ィ
カ

ル
製
）、
Ｘ
線
現
像
装
置
レ

ベ
ル
Ｆ
Ｄ
モ
デ
ル
ト
リ
ー
マ

ー
（
モ
リ
タ
製
）

【
条
件
】
３
月
31
日
に
閉
院

予
定
。
金
額
は
相
談
の
上
。

３
月
31
日
ま
で
に
取
り
に
来

ら
れ
る
方
。

【
連
絡
先
】
協
会
新
聞
部

℡
06
‐
６
５
６
８
‐
７
７
３

１

べ
た
岩
村
氏
は
、
戦
後
の

「
パ
ン
食
推
奨
」
や
イ
ン
ス

タ
ン
ト
食
品
の
普
及
、
肉
食

推
奨
な
ど
が
〝
食
の
乱
れ
〞

の
背
景
に
あ
る
と
強
調
し
、

イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
の
販
売

が
始
ま
っ
た
１
９
６
０
年
が

大
き
な
分
岐
点
に
な
っ
た
と

語
っ
た
。

　

食
生
活
の
乱
れ
が
、「
ス

ト
レ
ス
増
加
や
便
秘
・
貧
血

な
ど
子
ど
も
の
体
調
に
悪
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
」
と
警

鐘
を
鳴
ら
し
た
。

食
べ
さ
せ
ず
、

家
庭
は
楽
し
む

場
所
で
あ
り
教

育
す
る
場
で
な

い
と
い
う
考
え

が
増
え
て
い
る

た
め
」
と
指
摘

し
た
。

事
故
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。

安
易
な
前
医
の
批
判
は
自
分

に
必
ず
返
っ
て
く
る
」
と
注

意
を
促
し
た
。

　

現
在
の
ガ
ン
治
療
に
お
い

て
メ
ジ
ャ
ー
な
選
択
肢
と
な

っ
て
い
る
放
射
線
治
療
後
や

Ｂ
Ｐ
製
剤
投
与
患
者
の
歯
科

治
療
に
よ
る
顎
骨
壊
死
に
つ

い
て
、「
問
診
の
難
し
さ
は

言
い
訳
に
な
ら
ず
、
ま
し
て

知
ら
な
か
っ
た
で
は
罪
に
な

る
」
と
語
っ
た
。
訴
訟
に
ま


